
大瀬神社の祭神は引
ひきてちからのみこと

手力命で、延喜式内社の引

手力命神社に比定される歴史ある神社。大
お せ

瀬明
みょうじん

神

大瀬崎一帯には国の天然記念物に指定されているビャクシン樹林がある。御神木の夫
め お と

婦

ビャクシンのほか、樹齢数百年ともいわれる巨木数本や、100本以上の自生ビャクシンがあり、

地元住民に大切に守られている。ビャクシンの大木や樹林は全国にみられるが、大木が多数自

生するビャクシンの樹林帯は日本では類を見ない。西浦地区は明治時代に数度大火に見舞わ

れており、ビャクシン樹林も一度燃えてしまったが、幹から再び新芽が芽吹いてビャクシンの森

が復活したといわれている。
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 祭神は鮑
あわびたましらたまひめのみこと

玉白珠比咩命で、延
え ん ぎ し き

喜式内
ないしゃ

社に

比定される神社。もとは字赤
あかざき

崎にあり赤
あかさき

崎

明
みょうじん

神と呼ばれていたが、明治時代にこの地

に移り木
きしょうじんじゃ

負神社と称し、後に今の社号に改め

た。木負の地名は祭神が女神であることに

由来する吉
きしょう

妾が元ともいわれる。社殿の前

には伊豆石で造られたと思われる小型の狛
こま

犬
いぬ

が奉納されている。
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連神社社
しゃそう

叢

もとは厳
いつくしまじんじゃ

島神社が祀られていた島であっ

たが、明治7年（1874）に久連神社等がこの

地へ合
ご う し

祀され、今に至っている。神域であっ

たため、自然環境が守られ、この地域に特徴

的な原生林が残され、ウバメガシやモッコク

などがみられる。また神社の近くには、当地

でデンマーク式の農業を目指して設立され

た興
こうのうがくえん

農学園の碑がある。
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同年間（806～809）に弘
こうぼうだいし

法大師が仏像

を安置したのが寺の起源とされる。源
みなもとのよりまさ

頼 政

の妻、菖
あ や め

蒲御
ご

前
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ゆかりの寺で、市指定有形文

化財の頼政堂は頼政の子孫を称する高
たかさき

崎

藩
はんしゅ

主松
まつだいら

平輝
てる

貞
さだ

によって元
げんろく

禄１１年（1698）に建

立された。堂内には市指定の阿
あ み だ に ょ ら い

弥陀如来像

が安置され、脇に頼政と菖蒲御前が祀られ

ている。このほか境内に二人の供養塔と菖

蒲塚がある。
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【表紙の写真】
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覚寺派
は

の寺院。本尊は薬
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師如
にょ
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。文
ぶんあん

安年間（1444～49）の創建とされ、江

梨鈴
す ず き し

木氏の菩提寺である。鈴木氏はもとは

紀
き い の く に

伊国・伊
い せ の く に

勢国に勢力を持った熊
く ま の と う

野党の水

軍の一員であったが、南北朝の内乱の頃、鈴
すず

木
き

繁
しげとも

伴が当地に土着したのが始まりとされ、

子孫は伊
い せ

勢宗
そうずい

瑞（北
ほうじょう

条早
そううん

雲）にも仕えた。ま

た、伊
い ず

豆八
はちじゅうはちしょ

十八所霊
れいじょう

場の一つでもある。
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市指定有形文化財

市指定天然記念物

と呼ばれ、七浦の総鎮守として駿河湾沿岸の漁民から信仰されてきた。４月４日の大祭に行わ

れる大瀬まつりは、女装した青年が船上で踊ることで有名。社殿は昭和14年（1839）に改築さ

れたもので、拝殿向拝部から本殿まで見事な彫刻が施されている。かつて漁船の新造の際に

漁船の模型を奉納する習慣があり、絵馬殿に現存する32艘は県指定有形民俗文化財に指定さ

れている。同じく奉納された漁撈に関する絵馬は市の有形民俗文化財に指定されている。

国指定天然記念物

延
えんりゃく

暦年間（782～805）の創立といわれる。

祭神は天
あまてらすおおみかみ

照大神。石階段を上った先にある

社殿は、重厚感があり厳かな造りをしてお

り、拝
はいでん

殿向
こうはいぶ

拝部には見事な龍の彫刻がみら

れる。境内には江戸時代の初めに江戸城の

石垣のために当地で切り出されたが、現地

まで運ばれなかった石が残されている。




